
【指標の説明】

日本病院会「平成25年度 救急医療アンケート」によると、救急搬送の受け入れを断る理由として「手術や処置な

どで救急外来が手一杯である」が49.1％であり、救急外来の混雑が受け入れ拒否の理由の１つになっています。

救急外来の混雑緩和には、必要な検査・処置をスムーズに行い、入院が必要な患者さんの救急外来滞在時間

を短くし病棟につなげる体制作りが必要であり、それを表す指標として救急外来滞在時間が用いられています。

【定義】

始点 救急外来受付時間

終点 入院時間（カルテが外来から入院に切り替わった時間）または手術室入室時間

救急救命センター入院までの

救急外来滞在時間

平均82分

平均86分

平均83分

平均85分

平均100分

平均96分

平均115分

平均162分

平均171分

平均122分

平均117分

平均141分

平均143分

平均146分

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

救急搬送 救急搬送以外

最短2分 最長460分
最短14分 最長399分

最短2分 最長358分
最短3分 最長388分

最短3分 最長557分
最短4分 最長353分

最短1分 最長355分
最短2分 最長451分

最短4分 最長593分
最短0分 最長377分

最短３分/最長413分
最短８分/最長345分

最短0分 最長642分
最短2分 最長480分


